
別記様式第１号の７（第３３条の１８関係） 

工 事 整 備 対 象 設 備 等 着 工 届 出 書                   

 

①  〇〇年〇〇月〇〇日  

岩見沢地区消防事務組合消防長 様 

②届 出 者                  

住 所 〇〇市〇条〇〇丁目〇〇 

氏 名 〇〇 〇〇 

工 事 の 場 所 ③岩見沢市〇条〇〇丁目〇〇 

工 事 を 行 う 防 火 

対 象 物 の 名 称 
④〇〇複合ビル 

工事整備対象設備等の種類 ⑤自動火災報知設備 

等
の
工
事
施
工
者

 
 
 
 
 
 
 
 

工
事
整
備
対
象
設
備 

住 所 〇〇市〇条西〇丁目〇〇 電話 (0126)〇〇-〇〇〇〇   

氏 名 

〔法人の場合は名称
及び代表者氏名 〕 

株式会社〇〇〇〇〇〇 代表取締役 〇〇 〇〇 

設 

備 
士 

 

消 

防 

免    状    の
種 類 及び 指定 区分 

種類等 交付知事 
交付年月日 講習受講状況 

交 付 番 号      受講地 受講年月 

甲
・
乙 

種４類 
都道
府県 

〇〇年〇〇月〇〇日 都道
府県 〇〇年 

〇〇月 
第〇〇〇〇〇号 

工 事 の 種 別 
１新設    ２ 増設    ３ 移設   ４ 取替え  

 
５改造    ６ その他 

着 工 予 定 日 ⑨〇〇年〇〇月〇〇日 完成予定日 ⑩〇〇年〇〇月〇〇日 

※受     付     欄 ※経  過  欄 

 

 

備考 １ この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

   ２ 工事の種別の欄は、該当する事項を○印で囲むこと。 

   ３ ※印の欄は、記入しないこと。 

⑥ 

⑦ 

北海 北海 

⑧ 

記入例 

記入しない 



工事整備対象設備等着工届出書の記入要領 

項 目 記 入 事 項 

①年月日 提出年月日を記入します。（和暦） 

②届出者 工事を行う甲種消防設備士の住所及び氏名を記入します。 

（例）岩見沢市８条東１０丁目２‐４７ 

   いわみ 消防士 

③工事の場所 工事を行う場合の所在地を記入します。 

④工事を行う防火

対象物の名称 

工事を行う防火対象物の名称を記入します。 

⑤工事整備対象設

備等の種類 

政令第 36条の２の規定による消防用設備等のうち、工事を行う消防用設備

等の種類を記入します。 

（例）自動火災報知設備、屋内消火栓設備 

⑥工事整備対象設

備等の工事施工者 

工事を行う者の住所及び氏名（法人の場合は所在地及び法人名並びに代表者

氏名）を記入します。 

⑦消防設備士 工事を行う甲種消防設備士の免状の種類、交付都道府県名、交付年月日、交

付番号、最新の講習受講地及び受講年月を記入します。 

⑧工事の種別 工事の区分を記入します。 

⑨着工予定日 届出する 10日後以降で、着工する年月日を記入します。 

⑩完成予定日 工事終了予定年月日を記入します。 

 


